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(57)【要約】
【課題】過電圧が生じていない通常時においても、制御
ＩＣに過大な電圧が作用するのを防止しつつ安定した駆
動用電圧を制御ＩＣに供給する。
【解決手段】異なる巻数をもった第１の補助巻線２５ｃ
，第２の補助巻線２５ｄをトランス２５に設けておき、
プリンターが必要とする電源電圧に基づいた制御信号Ｃ
Ｓを入力し、第１の補助巻線２５ｃ，第２の補助巻線２
５ｄに誘起される交流電圧のうち制御信号ＣＳに応じた
電圧を整流し平滑した直流電圧を制御ＩＣ３８の駆動用
電圧として出力可能な駆動用電圧出力回路３４を備える
。このため、電圧Ｖｏｕｔが比較的高いときに、巻数の
少ない第２の補助巻線２５ｄからの電圧を出力して制御
ＩＣ３８を過電圧から保護することができ、電圧Ｖｏｕ
ｔが比較的低いときに、巻数の多い第１の補助巻線２５
ｃからの電圧を出力して駆動用電圧を安定させることが
できる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　必要とする電源電圧に基づいた制御信号を出力する電気機器から該制御信号を入力し、
前記電気機器に電源電圧を供給する電源制御装置であって、
　入力された電源を整流し平滑して直流電圧を出力する第１の整流平滑回路と、
　該第１の整流平滑回路から出力された直流電圧をスイッチングにより交流電圧に変換す
るスイッチング回路と、
　１次側に巻回されて前記スイッチング回路により変換された交流電圧が印加される１次
巻線と、２次側に巻回された２次巻線と、互いに異なる巻数をもって１次側に巻回された
複数の補助巻線と、を有するトランスと、
　該トランスの２次巻線に誘起された交流電圧を整流し平滑して前記電気機器に直流電圧
を出力する第２の整流平滑回路と、
　前記第２の整流平滑回路から出力される出力電圧が前記制御信号に応じた定電圧となる
よう該出力電圧に基づいてフィードバック信号を生成し、該生成したフィードバック信号
を前記トランスの１次側に伝送する定電圧制御回路と、
　駆動用電圧の供給を受けて作動し、前記伝送されたフィードバック信号を入力し該フィ
ードバック信号に基づいて前記スイッチング回路のスイッチング用の信号を生成して出力
する制御ＩＣと、
　前記複数の補助巻線に誘起される交流電圧のうち前記制御信号に応じたものを整流し平
滑した直流電圧を、前記駆動用電圧として出力可能な駆動用電圧出力回路と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置。
【請求項２】
　請求項１記載の電源制御装置であって、
　高電源電圧と低電源電圧とのいずれかを選択的に必要とする前記電気機器に電源電圧を
供給する請求項１記載の電源制御装置であって、
　前記トランスは、前記複数の補助巻線として、第１の補助巻線と、該第１の補助巻線よ
りも巻数の少ない第２の補助巻線とを有し、
　前記駆動用電圧出力回路は、
　前記第１の補助巻線に誘起された交流電圧を整流し平滑した直流電圧を出力する第１の
出力ラインと、前記第２の補助巻線に誘起された交流電圧を整流し平滑した直流電圧を出
力する第２の出力ラインと、前記第１の出力ラインの導通と遮断とを切り替えるスイッチ
と、を備え、
　前記制御信号が前記高電源電圧を必要とする信号状態で前記第１の出力ラインが遮断さ
れるよう前記スイッチをオフし、前記制御信号が前記低電源電圧を必要とする信号状態で
前記第１の出力ラインが導通されるよう前記スイッチをオンする
　ことを特徴とする電源制御装置。
【請求項３】
　請求項２記載の電源制御装置であって、
　前記駆動用電圧出力回路は、前記制御信号が前記高電源電圧を必要とする信号状態で前
記第２の整流平滑回路から高出力電圧が出力されているときの前記第１の出力ラインの高
電圧により前記スイッチがオフされ、前記制御信号が前記低電源電圧を必要とする信号状
態で前記第２の整流平滑回路から低出力電圧が出力されているときの前記第１の出力ライ
ンの低電圧により前記スイッチがオンされる
　ことを特徴とする電源制御装置。
【請求項４】
　請求項３記載の電源制御装置であって、
　前記駆動用電圧出力回路は、
　前記スイッチとしての第１の半導体スイッチと、
　オンのときに前記第１の半導体スイッチをオンし、オフのときに前記第１の半導体スイ
ッチをオフする第２の半導体スイッチと、
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　前記制御信号が前記高電源電圧を必要とする信号状態で前記第２の整流平滑回路から高
出力電圧が出力されているときの前記第１の出力ラインの高電圧により前記第２の半導体
スイッチをオフし、前記制御信号が前記低電源電圧を必要とする信号状態で前記第２の整
流平滑回路から低出力電圧が出力されているときの前記第１の出力ラインの低電圧により
前記第２の半導体スイッチをオンする第３の半導体スイッチと、
　備えることを特徴とする電源制御装置。
【請求項５】
　請求項４記載の電源制御装置であって、
　前記第１の半導体スイッチは、前記第１の出力ラインにソースとドレインとが接続され
たＭＯＳＦＥＴであり、
　前記第２の半導体スイッチは、第１のトランジスターであり、
　前記第３の半導体スイッチは、第２のトランジスターであり、
　前記駆動用電圧出力回路は、前記第１の出力ラインに第１の抵抗と第２の抵抗と前記第
１のトランジスターのコレクターおよびエミッターとが互いに直列接続され、前記第１の
出力ラインに第３の抵抗と前記第２のトランジスターのコレクターおよびエミッターとが
互いに直列接続され、前記第１の出力ラインに第４の抵抗と第５の抵抗とが直列接続され
て、前記第１の抵抗と前記第２の抵抗との接続点が前記ＭＯＳＦＥＴのゲートに接続され
、前記第３の抵抗と前記第２のトランジスターのコレクターとの接続点が前記第１のトラ
ンジスターのベースに接続され、前記第４の抵抗と前記第５の抵抗との接続点が前記第２
のトランジスターのベースに接続されてなる
　ことを特徴とする電源制御装置。
【請求項６】
　請求項２記載の電源制御装置であって、
　前記駆動用電圧出力回路は、
　前記スイッチとしての第１の半導体スイッチと、
　前記制御信号として前記高電源電圧を必要とする信号を受けて発光し、前記制御信号と
して前記低電源電圧を必要とする信号を受けて発光を停止する発光素子と、
　前記発光素子からの発光を受光しているときに前記第１の半導体スイッチをオフし、前
記発光素子からの発光を受光しないときに前記第１の半導体スイッチをオンする受光素子
と、
　を備えることを特徴とする電源制御装置。
【請求項７】
　請求項６記載の電源制御装置であって、
　前記第１の半導体スイッチは、前記第１の出力ラインにソースとドレインとが接続され
たＭＯＳＦＥＴであり、
　前記発光素子は、アノード側が前記制御信号の入力ラインに接続されカソード側がグラ
ンドに接地されたフォトダイオードであり、
　前記受光素子は、フォトトランジスターであり、
　前記駆動用電圧出力回路は、前記第１の出力ラインに第１の抵抗と第２の抵抗と前記フ
ォトトランジスターのコレクターおよびエミッターとが互いに直列に接続され、前記第１
の抵抗と前記第２の抵抗との接続点が前記ＭＯＳＦＥＴのゲートに接続されてなる
　ことを特徴とする電源制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気機器に電源電圧を供給する電源制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、この種の電源制御装置としては、商用電源を整流し平滑した直流電圧をスイ
ッチング回路のスイッチングにより交流電圧に変換してトランスの１次巻線に印加し、ト
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ランスの２次巻線に誘起された交流電圧を直流電圧に整流し平滑して電気機器に供給する
装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。この装置では、スイッチング回路に
スイッチング用の信号を出力する制御ＩＣに駆動用電圧を供給するために、第１の補助巻
線と、その第１の補助巻線よりも巻数の少ない第２の補助巻線とが出力を切り替え可能に
設けられている。そして、２次側の電圧が比較的安定している通常時には、第１の補助巻
線に誘起された交流電圧を整流し平滑した直流電圧を制御ＩＣに供給し、２次側の電圧が
突発的に過電圧となった過電圧時には、第１の補助巻線から第２の補助巻線に切り替えて
、第２の補助巻線に誘起された交流電圧を整流し平滑した直流電圧を制御ＩＣに出力する
。これにより、制御ＩＣを過電圧から保護することができるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２１３２６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような電源制御装置から電源電圧が供給される電気機器には、電力消費
を抑制するためのスリープモードなどを有し、供給される電源電圧として通常時には高電
圧を必要とし、スリープモード時には低電圧を必要とするものがある。また、それに合わ
せて、電源制御装置においても２次側の出力電圧を高低の二段階に切り替えるものがある
。しかし、上述した電源制御装置では、過電圧が生じていない通常時には、常に第１の補
助巻線を用いており、第２の補助巻線に切り替えることは考慮されていない。このため、
２次側が低電圧のときを基準として第１の補助巻線の巻数を定めると、高電圧に切り替え
たときに制御ＩＣに上限を超えた駆動用電圧が供給される場合があり、機器保護の観点か
ら好ましくない。逆に、２次側が高電圧のときの電圧を基準として第１の補助巻線の巻数
を定めると、低電圧に切り替えたときに制御ＩＣに下限を下回る駆動用電圧が供給される
場合があり、駆動用電圧を十分に供給できないおそれがある。
【０００５】
　本発明の電源制御装置は、過電圧が生じていない通常時においても、制御ＩＣに過大な
電圧が作用するのを防止しつつ安定した駆動用電圧を制御ＩＣに供給することを主目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電源制御装置は、上述の主目的を達成するために以下の手段を採った。
【０００７】
　本発明の電源制御装置は、
　必要とする電源電圧に基づいた制御信号を出力する電気機器から該制御信号を入力し、
前記電気機器に電源電圧を供給する電源制御装置であって、
　入力された電源を整流し平滑して直流電圧を出力する第１の整流平滑回路と、
　該第１の整流平滑回路から出力された直流電圧をスイッチングにより交流電圧に変換す
るスイッチング回路と、
　１次側に巻回されて前記スイッチング回路により変換された交流電圧が印加される１次
巻線と、２次側に巻回された２次巻線と、互いに異なる巻数をもって１次側に巻回された
複数の補助巻線と、を有するトランスと、
　該トランスの２次巻線に誘起された交流電圧を整流し平滑して前記電気機器に直流電圧
を出力する第２の整流平滑回路と、
　前記第２の整流平滑回路から出力される出力電圧が前記制御信号に応じた定電圧となる
よう該出力電圧に基づいてフィードバック信号を生成し、該生成したフィードバック信号
を前記トランスの１次側に伝送する定電圧制御回路と、
　駆動用電圧の供給を受けて作動し、前記伝送されたフィードバック信号を入力し該フィ
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ードバック信号に基づいて前記スイッチング回路のスイッチング用の信号を生成して出力
する制御ＩＣと、
　前記駆動用電圧として、前記複数の補助巻線に誘起される交流電圧のうち前記制御信号
に応じたものを整流し平滑した直流電圧を出力可能な駆動用電圧出力回路と、
　を備えることを要旨とする。
【０００８】
　この本発明の電源制御装置では、互いに異なる巻数をもってトランスの１次側に複数の
補助巻線を巻回しておき、電気機器が必要とする電源電圧に基づいた制御信号を入力する
。そして、定電圧制御回路が、制御信号に応じた出力電圧となるようフィードバック信号
を生成して１次側に伝送し、駆動用電圧の供給を受けて作動する制御ＩＣが、フィードバ
ック信号に基づいてスイッチング回路のスイッチング用の信号を生成して出力し、駆動用
電圧出力回路が、トランスの複数の補助巻線に誘起される交流電圧のうち制御信号に応じ
たものを整流し平滑した直流電圧を、駆動用電圧として出力する。これにより、制御信号
に応じて即ち電気機器が必要とする電源電圧に応じて、より適切な巻数をもった補助巻線
からの直流電圧を駆動用電圧として出力することが可能となる。このため、過電圧は生じ
ていないものの出力電圧が比較的高いときに、巻数の比較的少ない補助巻線からの直流電
圧を駆動用電圧として出力して制御ＩＣを過電圧から保護することができ、出力電圧が比
較的低いときに、巻数の比較的多い補助巻線からの直流電圧を駆動用電圧として出力して
駆動用電圧を安定させることができる。この結果、過電圧が生じていない通常時において
も、制御ＩＣに過大な電圧が作用するのを防止しつつ安定した駆動用電圧を制御ＩＣに供
給することができる。
【０００９】
　また、高電源電圧と低電源電圧とのいずれかを選択的に必要とする前記電気機器に電源
電圧を供給する本発明の電源制御装置において、前記トランスは、前記複数の補助巻線と
して、第１の補助巻線と、該第１の補助巻線よりも巻数の少ない第２の補助巻線とを有し
、前記駆動用電圧出力回路は、前記第１の補助巻線に誘起された交流電圧を整流し平滑し
た直流電圧を出力する第１の出力ラインと、前記第２の補助巻線に誘起された交流電圧を
整流し平滑した直流電圧を出力する第２の出力ラインと、前記第１の出力ラインの導通と
遮断とを切り替えるスイッチと、を備え、前記制御信号が前記高電源電圧を必要とする信
号状態で前記第１の出力ラインが遮断されるよう前記スイッチをオフし、前記制御信号が
前記低電源電圧を必要とする信号状態で前記第１の出力ラインが導通されるよう前記スイ
ッチをオンするものとすることもできる。こうすれば、高電源電圧と低電源電圧との二段
階の電源電圧を電気機器に選択的に出力する場合において、簡易な構成で、安定した駆動
用電圧を制御ＩＣに供給することができる。
【００１０】
　この態様の本発明の電源制御装置において、前記駆動用電圧出力回路は、前記制御信号
が前記高電源電圧を必要とする信号状態で前記第２の整流平滑回路から高出力電圧が出力
されているときの前記第１の出力ラインの高電圧により前記スイッチがオフされ、前記制
御信号が前記低電源電圧を必要とする信号状態で前記第２の整流平滑回路から低出力電圧
が出力されているときの前記第１の出力ラインの低電圧により前記スイッチがオンされる
ものとすることもできる。こうすれば、第１の補助巻線から第１の出力ラインに出力され
る電圧の高低の変化を利用して、適切な駆動用電圧を制御ＩＣに供給することができる。
【００１１】
　さらにこの態様の本発明の電源制御装置において、前記駆動用電圧出力回路は、前記ス
イッチとしての第１の半導体スイッチと、オンのときに前記第１の半導体スイッチをオン
し、オフのときに前記第１の半導体スイッチをオフする第２の半導体スイッチと、前記制
御信号が前記高電源電圧を必要とする信号状態で前記第２の整流平滑回路から高出力電圧
が出力されているときの前記第１の出力ラインの高電圧により前記第２の半導体スイッチ
をオフし、前記制御信号が前記低電源電圧を必要とする信号状態で前記第２の整流平滑回
路から低出力電圧が出力されているときの前記第１の出力ラインの低電圧により前記第２
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の半導体スイッチをオンする第３の半導体スイッチと、備えるものとすることもできる。
【００１２】
　また、さらにこの態様の本発明の電源制御装置において、前記第１の半導体スイッチは
、前記第１の出力ラインにソースとドレインとが接続されたＭＯＳＦＥＴであり、前記第
２の半導体スイッチは、第１のトランジスターであり、前記第３の半導体スイッチは、第
２のトランジスターであり、前記駆動用電圧出力回路は、前記第１の出力ラインに第１の
抵抗と第２の抵抗と前記第１のトランジスターのコレクターおよびエミッターとが互いに
直列接続され、前記第１の出力ラインに第３の抵抗と前記第２のトランジスターのコレク
ターおよびエミッターとが互いに直列接続され、前記第１の出力ラインに第４の抵抗と第
５の抵抗とが直列接続されて、前記第１の抵抗と前記第２の抵抗との接続点が前記ＭＯＳ
ＦＥＴのゲートに接続され、前記第３の抵抗と前記第２のトランジスターのコレクターと
の接続点が前記第１のトランジスターのベースに接続され、前記第４の抵抗と前記第５の
抵抗との接続点が前記第２のトランジスターのベースに接続されてなるものとすることも
できる。こうすれば、ＭＯＳＦＥＴやトランジスター，抵抗を用いて、比較的コンパクト
な回路構成とすることができる。また、第２の整流平滑回路からの出力電圧が低出力電圧
から高出力電圧に切り替わる最中に、第２のトランジスターがオンされるよう第４の抵抗
と第５の抵抗との抵抗値（抵抗比）を定めるものとすれば、低出力電圧から高出力電圧に
切り替わる最中においても、過電圧から保護しつつ安定した駆動用電圧を制御ＩＣに供給
することができる。
【００１３】
　あるいは、この態様の本発明の電源制御装置において、前記駆動用電圧出力回路は、前
記スイッチとしての第１の半導体スイッチと、前記制御信号として前記高電源電圧を必要
とする信号を受けて発光し、前記制御信号として前記低電源電圧を必要とする信号を受け
て発光を停止する発光素子と、前記発光素子からの発光を受光しているときに前記第１の
半導体スイッチをオフし、前記発光素子からの発光を受光しないときに前記第１の半導体
スイッチをオンする受光素子と、を備えることを特徴とするものとすることもできる。
【００１４】
　さらにこの態様の本発明の電源制御装置において、前記第１の半導体スイッチは、前記
第１の出力ラインにソースとドレインとが接続されたＭＯＳＦＥＴであり、前記発光素子
は、アノード側が前記制御信号の入力ラインに接続されカソード側がグランドに接地され
たフォトダイオードであり、前記受光素子は、フォトトランジスターであり、前記駆動用
電圧出力回路は、前記第１の出力ラインに第１の抵抗と第２の抵抗と前記フォトトランジ
スターのコレクターおよびエミッターとが互いに直列に接続され、前記第１の抵抗と前記
第２の抵抗との接続点が前記ＭＯＳＦＥＴのゲートに接続されてなるものとすることもで
きる。こうすれば、必要な部品数を抑えて、より簡易な回路構成とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ＡＣアダプター１０から電源供給されるプリンター６０の概略構成図。
【図２】ＡＣアダプター１０の電源回路２０の回路構成図。
【図３】変形例のＡＣアダプター１０の電源回路２０Ｂの回路構成図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は本発明の一実施形態であ
るＡＣアダプター１０から電源供給されるプリンター６０の概略構成図であり、図２はＡ
Ｃアダプター１０の電源回路２０の回路構成図である。ＡＣアダプター１０は、商用電源
（ＡＣ１００Ｖなど）を入力し高電圧の直流電圧（ＤＣ４０Ｖなど）か低電圧の直流電圧
（ＤＣ１０Ｖなど）のいずれかに変換してプリンター６０に供給する。また、プリンター
６０は、ＡＣアダプター１０からの直流電圧を電源電圧として受けて作動し、各部に給電
して印刷などの各種処理を実行可能な通常状態と、各部への給電を停止して通常状態より
も消費電力を抑えたスリープ状態とを切り替え可能に構成されている。なお、ＡＣアダプ
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ター１０は、図２に示すように、電力ラインＶｏｕｔと、ＧＮＤラインと、制御信号ＣＳ
ライン（制御信号ＣＳ（Control Signal）は、プリンター６０から入力される信号）との
３つのラインにより、プリンター６０に接続される。なお、電圧ラインＶｏｕｔに出力さ
れる電圧を、電圧Ｖｏｕｔともいう。
【００１７】
　プリンター６０は、図１に示すように、インクジェット方式のプリンターユニット６２
と、装置全体の制御を司るメインコントローラー６６と、プリンター６０の各部への電力
の供給を制御する電力管理部７０とを備え、これらは、バスを介して互いに各種制御信号
やデータのやり取りをすることができるよう構成されている。プリンターユニット６２は
、紙送りローラーの駆動により搬送される用紙に印刷ヘッドを往復動させながらインク滴
を吐出して印刷を行うプリンター機構６３と、図示しないコンピューターなどから受信し
た印刷ジョブに含まれる印刷対象の画像データに基づいて印刷を行うようプリンター機構
６３を制御するプリンターＡＳＩＣ６４とを備える。また、メインコントローラー６６は
、ＣＰＵ６７を中心とするマイクロプロセッサーとして構成されており、各種処理プログ
ラムなどを記憶するフラッシュメモリー６８と、一時的にデータを記憶するＲＡＭ６９と
を備える。
【００１８】
　電力管理部７０は、高電圧の電圧Ｖｏｕｔ（４０Ｖ）をプリンター機構６３（紙送りロ
ーラーの駆動用のモーターや印刷ヘッドの往復動用のモーター，印刷ヘッド）などの駆動
系への供給と遮断とを切り替え可能に構成されるほか、ＤＣ／ＤＣコンバーター７２を備
えている。このＤＣ／ＤＣコンバーター７２は、スイッチング素子のスイッチングにより
電圧Ｖｏｕｔ（４０Ｖまたは１０Ｖ）を所定の制御系電圧（例えば３．３Ｖなど）に降圧
して、プリンターＡＳＩＣ６４やメインコントローラー６６などの制御系に供給する。ま
た、電力管理部７０は、通常状態において所定時間に亘ってプリンターユニット６２が動
作していない（コンピューターからの印刷ジョブの受信がない）ときに、主に高電圧系へ
の電力の供給を遮断してプリンター６０をスリープ状態に移行させる。このスリープ状態
では、電力管理部７０は、プリンター６０が必要とする電源電圧が低電源電圧（１０Ｖ）
であることを示すための信号として、上述した制御信号ＣＳをＡＣアダプター１０に出力
し続ける。一方、電力管理部７０は、スリープ状態でコンピューターからの印刷ジョブを
受信すると、プリンター６０が必要とする電源電圧が高電源電圧（４０Ｖ）であることを
示すため、上述した制御信号ＣＳのＡＣアダプター１０への出力を停止し、遮断していた
電力の供給を再開してプリンター６０を通常状態に復帰させる。即ち、本実施形態のプリ
ンター６０は、制御信号ＣＳを出力することにより、低電源電圧を必要とするスリープ状
態にあることを示し、制御信号ＣＳの出力を停止することにより、高電源電圧を必要とす
る通常状態にあることを示しているのである。
【００１９】
　ＡＣアダプター１０の電源回路２０は、図２に示すように、主要な構成要素として、第
１の整流平滑回路２１と、スイッチング回路２３と、トランス２５と、第２の整流平滑回
路２７と、定電圧制御回路３２と、駆動用電圧出力回路３４と、制御ＩＣ３８とを備える
。第１の整流平滑回路２１は、商用電源を整流し平滑して直流電圧を出力し、スイッチン
グ回路２３は、第１の整流平滑回路２１から出力された直流電圧をスイッチングにより交
流電圧に変換する。トランス２５は、スイッチング回路２３により変換された交流電圧を
変圧し、第２の整流平滑回路２７は、トランス２５により変圧された交流電圧を整流し平
滑した直流電圧を電力ラインＶｏｕｔに出力電圧（電圧Ｖｏｕｔ）として出力する。定電
圧制御回路３２は、プリンター６０の電力管理部７０から出力される制御信号ＣＳを受け
て電圧Ｖｏｕｔをプリンター６０の状態に応じた定電圧に安定させる。駆動用電圧出力回
路３４は、トランス２５により変圧された交流電圧を利用して発生させた直流電圧を駆動
用電圧として出力し、制御ＩＣ３８は、駆動用電圧出力回路３４からの駆動用電圧により
駆動しスイッチング回路２３へのスイッチング制御用の信号を生成して出力する。なお、
トランス２５を挟んで、第１の整流平滑回路２１やスイッチング回路２３，駆動用電圧出
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力回路３４，制御ＩＣ３８が配置された側を１次側と称し、第２の整流平滑回路２７や定
電圧制御回路３２（後述するフォトカプラーＰＣ１のフォトトランジスターＰＴ１を除く
）が配置された側を２次側と称する。
【００２０】
　第１の整流平滑回路２１は、商用電源に接続される４つのダイオードが組み合わされた
ダイオードブリッジＤＢ１と、ダイオードブリッジＤＢ１に接続された平滑コンデンサー
Ｃ１とにより構成されている。この第１の整流平滑回路２１では、商用電源をダイオード
ブリッジＤＢ１により全波整流し平滑コンデンサーＣ１により平滑した直流電圧を出力す
る。
【００２１】
　スイッチング回路２３は、ゲートが制御ＩＣ３８の後述するＤＲＶ端子に接続されドレ
インがトランス２５に接続されソースがグランドに接地されたスイッチング素子（ＭＯＳ
ＦＥＴ）ＱＦ１と、図示しない抵抗などとにより構成されている。このスイッチング回路
２３では、第１の整流平滑回路２１から出力される直流電圧をスイッチング素子ＱＦ１の
スイッチング動作により交流電圧に変換する。
【００２２】
　トランス２５は、第１の整流平滑回路２１の出力側とスイッチング回路２３のスイッチ
ング素子ＱＦ１のドレインとに接続された１次巻線２５ａと、第２の整流平滑回路２７に
接続された２次巻線２５ｂと、駆動用電圧出力回路３４に接続された第１の補助巻線２５
ｃおよび第２の補助巻線２５ｄとにより構成されている。このトランス２５では、１次巻
線２５ａに、スイッチング素子ＱＦ１のスイッチング動作により変換された交流電圧が印
加されると、１次巻線２５ａと２次巻線２５ｂとの巻数比に応じた交流電圧が２次巻線２
５ｂに誘起される。また、２次巻線２５ｂと第１の補助巻線２５ｃ，第２の補助巻線２５
ｄとの巻数比に応じた交流電圧も、第１の補助巻線２５ｃ，第２の補助巻線２５ｄにそれ
ぞれ誘起される。ここで、第１の補助巻線２５ｃは、一端がグランドに接地され他端が駆
動用電圧出力回路３４の後述するダイオードＤ２のアノード側に接続され、第２の補助巻
線２５ｄは、一端がグランドに接地され他端が駆動用電圧出力回路３４の後述するダイオ
ードＤ３のアノード側に接続されている。また、第１の補助巻線２５ｃの巻数が第２の補
助巻線２５ｄの巻数よりも多くなるよう構成されている。このため、第１の補助巻線２５
ｃに誘起される交流電圧は、第２の補助巻線２５ｄに誘起される交流電圧よりも高いもの
となる。
【００２３】
　第２の整流平滑回路２７は、トランス２５の２次巻線２５ｂにアノード側が接続された
ダイオードＤ４と、ダイオードＤ４のカソード側に接続された平滑コンデンサーＣ４とに
より構成されている。この第２の整流平滑回路２７では、トランス２５の２次巻線２５ｂ
に誘起された交流電圧をダイオードＤ４により半波整流し平滑コンデンサーＣ４により平
滑した直流電圧を電力ラインＶｏｕｔとＧＮＤライン間に出力電圧（電圧Ｖｏｕｔ）とし
て出力する。
【００２４】
　定電圧制御回路３２は、フォトカプラーＰＣ１と、２つのツェナーダイオードＺＤ１，
ＺＤ２と、トランジスターＱ３とにより構成されている。フォトカプラーＰＣ１は、アノ
ード側が電力ラインＶｏｕｔに接続された発光ダイオードＰＤ１と、コレクターが制御Ｉ
Ｃ３８の後述するＦＢ端子に接続されエミッターがグランドに接地されたフォトトランジ
スターＰＴ１とを有する。ツェナーダイオードＺＤ１は、アノード側がグランド（ＧＮＤ
ライン）に接地され、カソード側がフォトカプラーＰＣ１の発光ダイオードＰＤ１のカソ
ード側に接続されている。ツェナーダイオードＺＤ２は、アノード側がトランジスターＱ
３のコレクターに接続され（トランジスターＱ３を介してグランド（ＧＮＤライン）に接
地され）、カソード側がフォトカプラーＰＣ１の発光ダイオードＰＤ１とツェナーダイオ
ードＺＤ１との接続点に接続されている。トランジスターＱ３は、エミッターがグランド
（ＧＮＤライン）に接地され、ベースが制御信号ＣＳラインに接続されており、制御信号
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ＣＳが入力されるときにオンして、制御信号ＣＳが入力されないときにオフする。
【００２５】
　この定電圧制御回路３２のツェナーダイオードＺＤ１とツェナーダイオードＺＤ２とは
、ツェナー電圧（降伏電圧）が異なり、ツェナーダイオードＺＤ１のツェナー電圧がツェ
ナーダイオードＺＤ２のツェナー電圧よりも高くなっている。ここで、上述したように、
プリンター６０がスリープ状態にあるときには、プリンター６０から制御信号ＣＳが入力
されてトランジスターＱ３がオンされるから、ツェナー電圧の低いツェナーダイオードＺ
Ｄ２に逆方向電流を流すことができる。このため、電圧Ｖｏｕｔが比較的低い状態であっ
てもフォトカプラーＰＣ１の発光ダイオードＰＤ１に電流が流れて発光し、その発光を受
光したフォトトランジスターＰＴ１にも電流が流れて、制御ＩＣ３８のＦＢ端子に定電圧
制御用の信号（以下、フィードバック信号）が入力されることになる。このとき、発光ダ
イオードＰＤ１の発光量は発光ダイオードＰＤ１に流れる電流即ち電圧Ｖｏｕｔに応じて
変化し、フォトトランジスターＰＴ１を流れる電流は発光ダイオードＰＤ１の発光量に応
じて変化するから、結果として、フィードバック信号は、電圧Ｖｏｕｔに応じた信号とし
て制御ＩＣ３８に入力される。一方、プリンター６０が通常状態にあるときには、プリン
ター６０から制御信号ＣＳが入力されずトランジスターＱ３がオフされるから、ツェナー
ダイオードＺＤ２に逆方向電流を流すことができない。このため、電圧Ｖｏｕｔが低い（
電圧ＶｏｕｔがツェナーダイオードＺＤ１のツェナー電圧よりも低い）状態ではフォトカ
プラーＰＣ１の発光ダイオードＰＤ１に電流は流れず、フィードバック信号は制御ＩＣ３
８に入力されないことになる。そして、電圧Ｖｏｕｔが高い（電圧Ｖｏｕｔがツェナーダ
イオードＺＤ１のツェナー電圧よりも高い）状態になると、ツェナーダイオードＺＤ１に
逆方向電流を流すことができるから、フォトカプラーＰＣ１の発光ダイオードＰＤ１に電
流が流れて、フィードバック信号が制御ＩＣ３８に入力されることになる。この場合も、
フィードバック信号は、電圧Ｖｏｕｔに応じた信号として制御ＩＣ３８に入力される。こ
のように、プリンター６０がスリープ状態にあり制御信号ＣＳが入力されるときには、電
圧Ｖｏｕｔが比較的低い低出力電圧の状態から電圧Ｖｏｕｔに応じたフィードバック信号
が制御ＩＣ３８に入力され、プリンター６０が通常状態にあり制御信号ＣＳが入力されな
いときには、電圧Ｖｏｕｔが比較的高い高出力電圧の状態から電圧Ｖｏｕｔに応じたフィ
ードバック信号が制御ＩＣ３８に入力されることになる。
【００２６】
　駆動用電圧出力回路３４は、第１の補助巻線２５ｃに誘起された交流電圧をダイオード
Ｄ２と平滑コンデンサーＣ３とにより整流し平滑した電圧Ｖ１を制御ＩＣ３８に出力可能
な第１の出力ライン３５ａと、第２の補助巻線２５ｄに誘起された交流電圧をダイオード
Ｄ３と平滑コンデンサーＣ２とにより整流し平滑した電圧Ｖ２を制御ＩＣ３８に出力可能
な第２の出力ライン３５ｂとを有している。また、駆動用電圧出力回路３４は、第１の出
力ライン３５ａにドレインとソースが接続されて第１の出力ライン３５ａの導通と遮断と
を切り替えるスイッチとしてのスイッチング素子（ＭＯＳＦＥＴ）ＱＦ２と、このスイッ
チング素子ＱＦ２のオンオフを切り替えるためのスイッチ切替回路３６とを有している。
このスイッチ切替回路３６は、抵抗Ｒ１～Ｒ５と、トランジスター（バイポーラトランジ
スター）Ｑ１，Ｑ２とにより構成されている。抵抗Ｒ１は、スイッチング素子ＱＦ２のゲ
ート－ソース間に並列接続されている。トランジスターＱ１は、スイッチング素子ＱＦ２
のゲートに抵抗Ｒ２を介してコレクターが接続され、エミッターがグランドに接地され、
ベースが抵抗Ｒ３を介して第１の出力ライン３５ａに接続されている。抵抗Ｒ４，Ｒ５は
、第１の出力ライン３５ａとグランドとの間に直列に接続され、第１の出力ライン３５ａ
の電圧Ｖ１を分圧する。トランジスターＱ２は、トランジスターＱ１のベースにコレクタ
ーが接続され、エミッターがグランドに接地され、ベースが抵抗Ｒ４，Ｒ５の接続点に接
続されている。また、第１の出力ライン３５ａのスイッチング素子ＱＦ２のドレインと、
第２の出力ライン３５ｂのダイオードＤ３のカソード側とが接続されており、その接続点
から制御ＩＣ３８側は、共通のラインとして制御ＩＣ３８の後述するＶＣＣ端子に接続さ
れる。なお、以下の説明では、第１の出力ライン３５ａの電圧Ｖ１を、第１の補助巻線２
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５ｃからの電圧Ｖ１と称することがあり、また、第２の出力ライン３５ｂの電圧Ｖ２を、
第２の補助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２と称することがある。
【００２７】
　制御ＩＣ３８は、スイッチング素子ＱＦ１をスイッチング制御するためのＩＣチップと
して構成され、ＨＶ端子と、ＦＢ端子と、ＧＮＤ端子と、ＤＲＶ端子と、ＶＣＣ端子とを
備える。ＨＶ端子は、ダイオードＤ１を介して第１の整流平滑回路２１の入力側に接続さ
れ、制御ＩＣ３８の起動用の電圧が入力される。ＦＢ端子は、フォトカプラーＰＣ１のフ
ォトトランジスターＰＴ１のコレクターに接続され、上述した定電圧制御回路３２のフィ
ードバック信号が入力される。ＧＮＤ端子は、グランドに接地されており、また、ＤＲＶ
端子は、スイッチング回路２３のスイッチング素子ＱＦ１のゲートにスイッチング用の信
号（以下、スイッチング信号）を出力する。ＶＣＣ端子は、駆動用電圧出力回路３４の第
１の出力ライン３５ａと第２の出力ライン３５ｂとに接続されており、駆動用電圧が入力
される。この制御ＩＣ３８は、スイッチング制御をしていない間はＨＶ端子から入力され
る電圧により駆動し、スイッチング制御をしている間は駆動用電圧出力回路３４の第１の
出力ライン３５ａまたは第２の出力ライン３５ｂから出力されてＶＣＣ端子から入力され
る駆動用電圧により駆動する。
【００２８】
　この制御ＩＣ３８では、定電圧制御回路３２からのフィードバック信号に基づいて、ス
イッチング信号を生成し、生成したスイッチング信号をＤＲＶ端子からスイッチング回路
２３（スイッチング素子ＱＦ１）に出力する。上述したように、プリンター６０は、必要
とする電源電圧に応じて制御信号ＣＳの出力の有無を切り替え、定電圧制御回路３２では
、制御信号ＣＳの入力の有無により、電圧Ｖｏｕｔが低出力電圧の状態からフィードバッ
ク信号を制御ＩＣ３８に入力するか、電圧Ｖｏｕｔが高出力電圧の状態からフィードバッ
ク信号を制御ＩＣ３８に入力するかが異なる。このため、詳細は省略するが、制御ＩＣ３
８では、制御信号ＣＳが入力されない場合には、プリンター６０で必要とする高電源電圧
に応じて電圧Ｖｏｕｔが高く（例えば４０Ｖ）なるようフィードバック制御を行い、制御
信号ＣＳが入力される場合には、プリンター６０で必要とする低電源電圧に応じて電圧Ｖ
ｏｕｔが低く（例えば１０Ｖ）なるようフィードバック制御を行うものとなる。
【００２９】
　次に、こうして構成された本実施形態のＡＣアダプター１０の動作、特に、制御信号Ｃ
Ｓに基づく駆動用電圧出力回路３４からの駆動用電圧の変化について説明する。まず、プ
リンター６０が通常状態にあり、制御信号ＣＳが入力されない場合について説明する。制
御信号ＣＳが入力されない場合には、上述したように、制御ＩＣ３８は、電圧Ｖｏｕｔが
高くなるようスイッチング回路２３（スイッチング素子ＱＦ１）をフィードバック制御す
るため、電圧Ｖｏｕｔは高出力電圧となる。この場合、第１の補助巻線２５ｃや第２の補
助巻線２５ｄに誘起される交流電圧が所定の電圧を超えて比較的高くなる。ここで、第１
の補助巻線２５ｃに誘起される交流電圧が所定の電圧を超えて比較的高くなると、トラン
ジスターＱ２のベースに作用する電圧（抵抗Ｒ４，Ｒ５により分圧された電圧Ｖ１）が高
くなり、トランジスターＱ２がオンされる。トランジスターＱ２がオンされると、トラン
ジスターＱ１のベースに作用する電圧が低くなり、トランジスターＱ１がオフされて、ス
イッチング素子ＱＦ２のゲート－ソース間の電位差がなくなり、スイッチング素子ＱＦ２
がオフされる。即ち、第１の補助巻線２５ｃに誘起される交流電圧が所定の電圧を超えて
高いときには、スイッチ切替回路３６によりスイッチング素子ＱＦ２がオフされて、第１
の出力ライン３５ａが遮断される。このため、駆動用電圧出力回路３４からは、第１の補
助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１ではなく、第２の補助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２が出力され
る。したがって、電圧Ｖｏｕｔが高出力電圧のときに、巻数の少ない第２の補助巻線２５
ｄからの電圧Ｖ２を制御ＩＣ３８に供給することができる。即ち、電圧Ｖｏｕｔが高出力
電圧のときに、巻数の多い第１の補助巻線２５ｃからの高い電圧Ｖ１が制御ＩＣ３８に供
給されることによる不都合、例えば、制御ＩＣ３８の最大定格を超えるような高い駆動用
電圧が供給されるなどの不都合を防止することができる。
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【００３０】
　次に、プリンター６０がスリープ状態にあり、制御信号ＣＳが入力される場合について
説明する。制御信号が入力される場合には、上述したように、制御ＩＣ３８は、電圧Ｖｏ
ｕｔが低くなるようスイッチング回路２３（スイッチング素子ＱＦ１）をフィードバック
制御するため、電圧Ｖｏｕｔは低出力電圧となる。この場合、第１の補助巻線２５ｃに誘
起される電圧が所定の電圧を下回って比較的低くなるから、トランジスターＱ２のベース
に作用する電圧が低くなり、トランジスターＱ２がオフされる。トランジスターＱ２がオ
フされると、トランジスターＱ１がオンされて、スイッチング素子ＱＦ２のゲート－ソー
ス間に抵抗Ｒ１，Ｒ２の比に応じた電位差が生じて、スイッチング素子ＱＦ２がオンされ
る。即ち、第１の補助巻線２５ｃに誘起される交流電圧が所定の電圧を下回って低いとき
には、スイッチ切替回路３６によりスイッチング素子ＱＦ２がオンされて、第１の出力ラ
イン３５ａが導通される。このため、駆動用電圧出力回路３４からは、第１の補助巻線２
５ｃからの電圧Ｖ１が出力される。したがって、電圧Ｖｏｕｔが低出力電圧のときに、巻
数の多い第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１を制御ＩＣ３８に供給することができる。
即ち、電圧Ｖｏｕｔが低出力電圧のときに、巻数の少ない第２の補助巻線２５ｄからの電
圧Ｖ２が制御ＩＣ３８に供給されることによる不都合、例えば、制御ＩＣ３８の最低作動
電圧を確保できなくなるなどの不都合を防止することができる。これらのことから、制御
信号ＣＳに応じて、制御ＩＣ３８に安定した駆動用電圧を供給することができる。
【００３１】
　ここで、２次巻線２５ｂの巻数（ターン数）をＮｂ［Ｔ］，第１の補助巻線２５ｃの巻
数をＮｃ［Ｔ］，第２の補助巻線２５ｄの巻数をＮｄ［Ｔ］，抵抗Ｒ４をＲ４［ｋΩ］，
抵抗Ｒ５をＲ５［ｋΩ］として、Ｎｃ，Ｎｄ，Ｒ４，Ｒ５の一例について説明する。まず
、第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１や第２の補助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２は、制御
ＩＣ３８の最低作動電圧ＶＬと最大定格ＶＨとの範囲内となる必要があるから、次式（１
），（２）が成立する。また、巻数と電圧との関係から、次式（３），（４）が成立する
。さらに、トランジスターＱ２のベース－エミッター間に印加される電圧Ｖｂｅは、抵抗
Ｒ４，Ｒ５によって分圧された電圧Ｖ１であるから、次式（５）が成立する。
【００３２】
　ＶＬ＜Ｖ１＜ＶＨ・・・(1)
　ＶＬ＜Ｖ２＜ＶＨ・・・(2)
　Ｎｃ×Ｖｏｕｔ＝Ｎｂ×Ｖ１・・・(3)
　Ｎｄ×Ｖｏｕｔ＝Ｎｂ×Ｖ２・・・(4)
　Ｖｂｅ＝Ｖ１×Ｒ５／（Ｒ４＋Ｒ５）・・・(5)
【００３３】
　このとき、電圧Ｖｏｕｔの高出力電圧を４０［Ｖ］，低出力電圧を１０［Ｖ］，巻数Ｎ
ｂを２０［Ｔ］，制御ＩＣ３８の最低作動電圧ＶＬを１０［Ｖ］，最大定格ＶＨを３０［
Ｖ］，トランジスターＱ２の作動（オン）に必要な電圧Ｖｂｅを０．６［Ｖ］とする。本
実施形態では、電圧Ｖｏｕｔが１０Ｖのときに、第１補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１を制
御ＩＣ３８に供給するから、式（１），（３）より、第１の補助巻線２５ｃの巻数Ｎｃは
、次式（６）を満たせばよいものとなる。また、電圧Ｖｏｕｔが４０Ｖのときに、第２補
助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２を制御ＩＣ３８に供給するから、式（２），（４）より、第
２の補助巻線２５ｄの巻数Ｎｄは、次式（７）を満たせばよいものとなる。このため、例
えば、第１の補助巻線２５ｃの巻数Ｎｃを４０［Ｔ］とし、第２の補助巻線２５ｄの巻数
Ｎｄを１０［Ｔ］とする。この場合、電圧Ｖｏｕｔが低出力電圧の１０［Ｖ］のときに、
第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１が２０［Ｖ］となって駆動用電圧として出力される
。また、電圧Ｖｏｕｔが高出力電圧の４０［Ｖ］のときに、第１の補助巻線２５ｃからの
電圧Ｖ１は８０［Ｖ］となるがトランジスターＱ２がオンとなりスイッチング素子ＱＦ２
がオフされるため駆動用電圧としては出力されず、第２の補助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２
が２０［Ｖ］となり駆動用電圧として出力される。さらに、電圧Ｖｏｕｔが低電圧から高
電圧に切り替わる最中（過渡時）においても、電圧Ｖ１が最大定格ＶＨである３０［Ｖ］
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を超えないようにする必要がある。このため、例えば、電圧Ｖ１が２５［Ｖ］になったと
きにトランジスターＱ２をオンするような抵抗Ｒ４，Ｒ５を考える。この場合、式（５）
の電圧Ｖ１に値２５，電圧Ｖｂｅに値０．６を代入して、次式（８）を導出することがで
きるから、一例として、抵抗Ｒ４を２００［ｋΩ］，抵抗Ｒ５を５［ｋΩ］などとするこ
とができる。このように定めることで、電圧Ｖｏｕｔが低出力電圧や高出力電圧となって
いるときだけでなく、低出力電圧から高出力電圧に切り替わる最中においても、過電圧か
ら保護しつつ安定した駆動用電圧を制御ＩＣ３６に供給することができる。
【００３４】
　２０＜Ｎｃ＜６０・・・(6)
　５＜Ｎｄ＜１５・・・(7)
　ｒ４≒４０×ｒ５・・・(8)
【００３５】
　ここで、本実施形態の構成要素と本発明の構成要素との対応関係を明らかにする。本実
施形態の第１の整流平滑回路２１が本発明の「第１の整流平滑回路」に相当し、スイッチ
ング回路２３が「スイッチング回路」に相当し、トランス２５が「トランス」に相当し、
第２の整流平滑回路２７が「第２の整流平滑回路」に相当し、定電圧制御回路３２が「定
電圧制御回路」に相当し、制御ＩＣ３８が「制御ＩＣ」に相当し、駆動用電圧出力回路３
４が「駆動用電圧出力回路」に相当する。また、第１の出力ライン３５ａが「第１の出力
ライン」に相当し、第２の出力ライン３５ｂが「第２の出力ライン」に相当し、スイッチ
ング素子ＱＦ２（ＭＯＳＦＥＴ）が「スイッチ」に相当する。
【００３６】
　以上詳述した本実施形態のＡＣアダプター１０によれば、プリンター６０が必要とする
電源電圧に基づいた制御信号ＣＳを入力し、制御ＩＣ３８は、電圧Ｖｏｕｔが制御信号Ｃ
Ｓに応じた定電圧となるようフィードバック信号に基づいてスイッチング回路２３をフィ
ードバック制御する。また、異なる巻数をもって１次側に巻回された第１の補助巻線２５
ｃ，第２の補助巻線２５ｄをトランス２５に設けておき、第１の補助巻線２５ｃ，第２の
補助巻線２５ｄに誘起された交流電圧のうち制御信号ＣＳに応じた電圧を制御ＩＣ３８の
駆動用電圧として出力可能な駆動用電圧出力回路３４を備える。このため、電圧Ｖｏｕｔ
が高いときに、巻数の少ない第２の補助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２を駆動用電圧として出
力して制御ＩＣ３８を過電圧から保護することができ、電圧Ｖｏｕｔが低いときに、巻数
の多い第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１を駆動用電圧として出力して駆動用電圧を安
定させることができる。この結果、２次側に過電圧が生じていない通常時において、制御
ＩＣ３８に過大な電圧が作用するのを防止しつつ安定した駆動用電圧を制御ＩＣ３８に供
給することができる。
【００３７】
　また、駆動用電圧出力回路３４は、第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１を出力する第
１の出力ライン３５ａと、第２の補助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２を出力する第２の出力ラ
イン３５ｂと、第１の出力ライン３５ａの導通と遮断とを切り替えるスイッチとしてのス
イッチング素子ＱＦ２と、を備え、制御信号ＣＳの入力の有無に応じてスイッチング素子
ＱＦ２のオンオフを切り替えるから、高電源電圧と低電源電圧との二段階の電圧をプリン
ター６０に選択的に出力する場合において、簡易な構成で安定した駆動用電圧を制御ＩＣ
３８に供給することができる。さらに、スイッチング素子ＱＦ２は、電圧Ｖｏｕｔが高出
力電圧とされているときの電圧Ｖ１によりオフされ、電圧Ｖｏｕｔが低出力電圧とされて
いるときの電圧Ｖ１によりオンされるから、第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１の変化
を利用して、より適切な駆動用電圧を出力することができる。そして、駆動用電圧出力回
路３４は、ＭＯＳＦＥＴやトランジスター，抵抗を用いて、比較的コンパクトな回路構成
とすることができる。
【００３８】
　なお、本発明は上述した実施態様に何ら限定されることはなく、本発明の技術的範囲に
属する限り種々の態様で実施し得ることはいうまでもない。
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【００３９】
　上述した実施形態では、制御信号ＣＳの入力の有無に応じたフィードバック制御により
電圧Ｖｏｕｔの高低が切り替わりそれによる第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１の変化
を用いてスイッチング素子ＱＦ２のオンオフを切り替えるもの、即ち、制御信号ＣＳの入
力の有無を間接的に利用してスイッチング素子ＱＦ２をオンオフするものとしたが、これ
に限られるものではない。例えば、制御信号ＣＳの入力の有無を直接的に利用してスイッ
チング素子ＱＦ２のオンオフを切り替えるものとしてもよい。この場合の変形例について
説明する。図３は、変形例のＡＣアダプター１０の電源回路２０Ｂの回路構成図である。
【００４０】
　図３に示すように、電源回路２０Ｂは、本実施形態の図２の駆動用電圧出力回路３４に
代えて駆動用電圧出力回路３４Ｂを備える以外（さらにいえば、スイッチ切替回路３６に
代えてスイッチ切替回路３６Ｂを備える以外）は、図２の電源回路２０の各構成と同一の
構成を備えるため、同一の構成については同一の符号を付してその説明を省略する。この
駆動用電圧出力回路３４Ｂは、第１の出力ライン３５ａと、第２の出力ライン３５ｂと、
第１の出力ライン３５ａの導通と遮断とを切り替えるスイッチング素子ＱＦ２と、スイッ
チング素子ＱＦ２のオンオフを切り替えるためのスイッチ切替回路３６Ｂとを備える。こ
のスイッチ切替回路３６Ｂは、スイッチング素子ＱＦ２のゲート－ソース間に接続された
抵抗Ｒ１と、スイッチング素子ＱＦ２のゲートに接続された抵抗Ｒ２と、フォトカプラー
ＰＣ２とを備える。このフォトカプラーＰＣ２は、アノード側が制御信号ＣＳラインに接
続されカソード側がグランドＧＮＤに接地された発光ダイオードＰＤ２と、コレクターが
抵抗Ｒ２を介してスイッチング素子ＱＦ２のゲートに接続されエミッターがグランドに接
地されたフォトトランジスターＰＴ２とから構成される。
【００４１】
　このように構成された駆動用電圧出力回路３４Ｂでは、プリンター６０から制御信号Ｃ
Ｓが入力される場合には、フォトカプラーＰＣ２の発光ダイオードＰＤ２に電流が流れて
発光ダイオードＰＤ２が発光し、その発光を受光したフォトトランジスターＰＴ２に電流
が流れるから、スイッチング素子ＱＦ２のゲート－ソース間に電位差が生じてスイッチン
グ素子ＱＦ２がオンされる。これにより、制御信号ＣＳが入力される場合には、第１の出
力ライン３５ａが導通されて第１の補助巻線２５ｃからの電圧Ｖ１が制御ＩＣ３８に供給
される。一方、プリンター６０から制御信号ＣＳが入力されない場合には、フォトカプラ
ーＰＣ２の発光ダイオードＰＤ２に電流が流れないため発光ダイオードＰＤ２は発光せず
、フォトトランジスターＰＴ２にも電流が流れないから、スイッチング素子ＱＦ２はオフ
される。これにより、制御信号ＣＳが入力されない場合には、第１の出力ライン３５ａが
遮断されて、巻数の少ない第２の補助巻線２５ｄからの電圧Ｖ２が制御ＩＣ３８に供給さ
れる。このように、変形例の電源回路２０Ｂにおいても、本実施形態と同様に、プリンタ
ー６０がスリープ状態にあり制御信号ＣＳが入力される場合には、巻数の多い第１の補助
巻線２５ｃからの高い電圧Ｖ１を制御ＩＣ３８に供給することができ、プリンター６０が
通常状態にあり制御信号ＣＳが入力されない場合には、巻数の少ない第２の補助巻線２５
ｄからの低い電圧Ｖ２を制御ＩＣ３８に供給することができるから、本実施形態と同様の
効果を奏するものとなる。また、駆動用電圧出力回路３８Ｂ（スイッチ切替回路３６Ｂ）
に必要な部品数を抑えて、より簡易な回路構成とすることができる。
【００４２】
　上述した実施形態では、プリンター６０からの制御信号ＣＳが通常状態で入力されずス
リープ状態で入力されるものとしたが、これに限られず、制御信号ＣＳが通常状態で入力
されスリープ状態で入力されないものとしてもよい。その場合、第１の出力ライン３５ａ
の導通と遮断とを切り替えるスイッチング素子ＱＦ２を、制御信号ＣＳが入力される状態
でオフし、制御信号ＣＳが入力されない状態でオンするよう駆動用電圧出力回路３８（ス
イッチ切替回路３６）を構成すればよい。
【００４３】
　上述した実施形態では、トランス２５が補助巻線として第１の補助巻線２５ｃと第２の
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補助巻線２５ｄとの２つを備えるものとしたが、これに限られず、３つ以上の補助巻線を
備えるものとしてもよい。この場合、プリンター６０が３段階以上の複数段の電源電圧を
必要とし、制御信号ＣＳとして３段階以上の複数段の電源電圧のうちいずれの段階の電源
電圧が必要であることを示す信号が入力されて、その信号に応じて各補助巻線からの出力
ラインの導通と遮断とを切り替えるものなどとすればよい。
【００４４】
　上述した実施形態では、第１の出力ライン３５ａの導通と遮断とをスイッチング素子Ｑ
Ｆ２のオンオフにより切り替えるものとしたが、これに限られず、トランジスターなどの
他の半導体スイッチにより切り替えるものとしてもよい。あるいは、制御信号ＣＳに基づ
いて第１の出力ライン３５ａの導通と遮断とを切り替えるものであれば、半導体スイッチ
に限られず、如何なるスイッチを用いるものとしてもよい。
【００４５】
　上述した実施形態では、第１の出力ライン３５ａの導通と遮断とを切り替えることによ
り第１の補助巻線２５ｃや第２の補助巻線２５ｄに誘起される交流電圧のうちいずれかを
出力するものとしたが、これに限られず、いずれかの補助巻線に誘起される交流電圧のう
ち制御信号ＣＳに応じたものを整流し平滑した直流電圧を駆動用電圧として出力可能であ
れば如何なる構成とするものとしてもよい。
【００４６】
　上述した実施形態では、電圧Ｖｏｕｔを低出力電圧で１０Ｖとしたが、これに限られず
、プリンター６０が必要とする最低の電圧（本実施形態では３．３Ｖ）としてもよい。こ
のようにしても、第１の補助巻線２５ｃの巻数Ｎｃを調整することで、制御ＩＣ３８の最
低作動電圧を確保することはできる。また、このようにすることで、スリープ時にプリン
ター６０のＤＣ／ＤＣコンバーター７２による降圧を経ることなく、プリンター６０の低
電圧系に３．３Ｖを直接供給することが可能となるから、ＤＣ／ＤＣコンバータ７２の変
換ロスを減少させることができる。
【００４７】
　上述した実施形態では、本発明のＡＣアダプター１０がプリンター６０に電源電圧を供
給するものとして説明したが、これに限られず、ＡＣアダプターからの電源電圧の供給に
より作動し、要求する電源状態に応じた制御信号を出力する機器であれば、携帯型のパー
ソナルコンピューターやビデオカメラ，音楽再生機，携帯情報端末などの他の如何なる電
気機器に電力供給するものとしても構わない。また、商用電源を入力するものに限られず
、入力された電源から電気機器に電源電圧を供給するものであれば如何なる電源を入力す
るものとしてもよい。
【符号の説明】
【００４８】
　１０　ＡＣアダプター、２０，２０Ｂ　電源回路、２１　第１の整流平滑回路、２３　
スイッチング回路、２５　トランス、２５ａ　１次巻線、２５ｂ　２次巻線、２５ｃ　第
１の補助巻線、２５ｄ　第２の補助巻線、２７　第２の整流平滑回路、３２　定電圧制御
回路、３４，３４Ｂ　駆動用電圧出力回路、３５ａ　第１の出力ライン、３５ｂ　第２の
出力ライン、３６，３６Ｂ　スイッチ切替回路、３８　制御ＩＣ、６０　プリンター、６
２　プリンターユニット、６３　プリンター機構、６４　プリンターＡＳＩＣ、６６　メ
インコントローラー、６７　ＣＰＵ、６８　フラッシュメモリー、６９　ＲＡＭ、７０　
電力管理部、７２　ＤＣ／ＤＣコンバーター、Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４　平滑コンデンサ
ー、Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４　ダイオード、ＤＢ１　ダイオードブリッジ、ＰＣ１，ＰＣ
２　フォトカプラー、ＰＤ１，ＰＤ２　発光ダイオード、ＰＴ１，ＰＴ２　フォトトラン
ジスター、Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３　トランジスター、ＱＦ１，ＱＦ２　スイッチング素子（Ｍ
ＯＳ型ＦＥＴ）、Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４，Ｒ５　抵抗、ＺＤ１，ＺＤ２　ツェナーダイ
オード。
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